
 
日  時 平成２８年８月２４日（水） 午後１時３０分～午後４時００分 

場  所 神栖市役所 ４階 第１委員会室 

案  件 

（１）改革チャレンジプランの平成２７年度取組状況について 

（プラン担当課ヒアリング） 

① プラン２２ 公共施設等総合管理計画の策定（政策企画課） 

② プラン１７ 補助金等の整理合理化（財政課） 

③ プラン１１ 福祉総合支相談支援体制の構築（社会福祉課） 

出席委員数 ７名 

傍聴者 ０名 

会議の要旨等 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 案件 

（１） 改革チャレンジプランの平成２７年度取組状況について 

 （プラン担当課ヒアリング） 

① プラン２２ 公共施設等総合管理計画の策定（政策企画課） 

 （担当課からの概要説明） 

 公共施設等の全体計画を把握し，長期的な視点をもって更新，統廃合，長寿命化などの

計画を行い，財政負担を軽減，平準化することにより公共施設等の最適な配置を実現し，

総合的かつ計画的な管理を推進するためのプランです。 

（主な質疑等） 

 委員：取組の背景，目的，この計画の位置付けをもう少し明確にしていただきたい。 

 委員：災害に備えるという面も考えていただきたい。 

② プラン１７ 補助金等の整理合理化（財政課） 

  （担当課からの概要説明） 

  補助金等交付団体の自立促進と併せて補助金の経常化防止を図るため，指導・監督を通

し整理合理化に取り組むこと，また，補助金等審議会において要綱等に基づく補助金等の

審議を継続し，適正な交付に努めるということを目的としたプランです。 

  （主な質疑等） 

 委員：要項等に基づく補助金の適正化により力を入れるべきと考えます。 

③ プラン１１ 福祉総合支相談支援体制の構築（社会福祉課） 

（担当課からの概要説明） 

福祉に関する業務が，複雑化，専門化し，きめ細やかな対応が必要となっています。一

方で，相談事案は高齢者介護，障害者支援，児童育成，生活困窮等が交差して，一つの窓



口，課で対応することができなくなることが多く生じるようになってきました。また，こ

のような状況の対応のため，こういった体制構築という運びになったものです。 

（主な質疑等） 

委員：マニュアルの整備をしっかりとお願いします。 

委員：速やかな対応が可能になったことを検証する成果指標を入れるべきと考えます。 

４ その他 

 委員：人工の定義があいまいに感じます。人工は，どのくらいの人件費，お金が使われて

いるのかを把握するためにも計算方法をきちんとしていただきたい。プラン担当課だけ

でなく，関連課等にも人工はかかっていますから，理解できるようにしていただきたい。

コスト意識にもつながります。 

 

５ 閉会 

 

 


